
０８ 0６ ０４

》’ Ｅヨ 案FＦ 殿同 第３笹郵便靭哩可

公
立
小
中
学
校
の
事
務
職
員

函一回盤翻饒》坐鍵》》轆函
生
な
ど
砺
務
を
担
当
す
る
。
４
～

記
学
級
の
小
学
校
と
４
～
釦
学
級

の
中
学
校
は
１
人
な
ど
と
定
数
が

決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
分
は
、
教

輿
と
同
醗
、
給
与
の
３
分
の
１
を

パ
ソ
コ
ン
画
面
に
「
○
○
の
鯛
が
目
定
通
し
、
担
当
教
鰄
に
渡
さ

萱
に
つ
い
て
（
依
頼
）
」
「
転
校
れ
る
。
回
答
を
要
す
る
蝿
合
は
、

通
知
露
」
な
ど
卯
本
近
い
文
露
の
教
諭
が
霞
き
、
数
頭
し
校
長
十
・
・
・

項
目
が
並
ぶ
。

。
：
と
戻
っ
て
い
く
。
こ
れ
で
は
時

宮
崎
県
小
林
市
立
小
林
小
学
校
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
と
、
事
務
職

で
３
月
半
ば
に
勘
き
出
し
た
文
雷
員
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
生
ま
れ

摘
報
共
有
シ
ス
テ
ム
。
端
末
の
パ
だ
の
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
。
市
教
委

ソ
コ
ン
は
校
長
室
や
鰄
慶
室
に
題
と
市
内
珀
の
小
中
学
校
を
パ
ソ
コ

か
れ
て
い
る
。
池
田
辰
男
校
憂
は
ン
で
つ
な
ぎ
、
教
瞼
が
直
接
対
応

「
以
前
の
文
露
を
同
じ
画
面
で
見
し
、
管
理
噸
も
そ
の
状
況
を
常
時

直
す
こ
と
が
で
き
、
効
率
的
に
趣
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

り
ま
し
た
」
と
鱈
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
、
ほ
か
に
も
様
貨
な

市
立
小
中
学
校
の
率
務
噸
輿
如
方
法
で
事
務
風
を
減
ら
す
。

人
で
結
成
し
た
「
小
林
市
ス
ク
ー
小
林
小
で
は
、
給
食
蜜
や
教
材

ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
（
Ｓ
ｓ
蜜
な
ど
躯
極
の
会
計
処
理
を
一
本

ｃ
）
が
、
無
料
ソ
フ
ト
な
ど
を
利
化
し
て
、
徴
収
や
醤
促
ま
で
事
務

用
し
て
つ
く
っ
た
。
学
校
に
は
市
顕
輿
が
こ
な
す
。
遠
足
や
「
総
合

教
爾
委
興
会
を
中
心
に
１
日
、
～
的
な
学
習
の
時
間
」
で
利
用
す
る

如
通
の
文
齊
が
届
く
。
事
務
噸
鬮
校
外
の
施
般
と
の
交
渉
や
、
児
璽

が
受
け
取
っ
た
後
、
校
長
や
教
頭
の
名
簿
づ
く
り
も
姐
当
し
、
指
導

llill
小
中
学
校
で
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
だ
っ
た
率
務
職
顔
が
動
き
出

し
た
。
複
数
の
学
校
の
鰄
輿
が
共
同
で
、
文
霞
を
蹴
子
化
す
る
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
っ
た
り
、
保
鍍
者
た
よ
り
を
出
し
た
り
と
率
務
の
効
率

化
や
学
校
の
活
性
化
に
知
恵
を
絞
る
。
多
忙
な
先
生
を
助
け
る
切
り

札
に
ど
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。

（
星
賀
亨
弘
）

先
生
の
負
担
軽
減

広
が
る
仕
事

学
校
事
務
職
員

国
庫
が
負
担
。
都
道
府
県
が
採
用

し
市
町
村
立
の
小
中
学
校
に
配
属

す
る
。
多
く
が
独
自
の
採
用
枠
を

股
け
て
い
る
が
、
東
京
や
宮
崎
の

よ
う
に
一
般
の
職
風
ど
同
じ
枠
で

採
用
し
た
り
、
都
遮
府
県
や
市
町

村
に
よ
っ
て
は
定
数
と
は
別
に
独

自
の
予
算
で
採
用
し
た
り
す
る
。

な
す
。
遠
足
や
「
総
合

の
時
間
」
で
利
用
す
る

股
と
の
交
渉
や
、
児
璽

く
り
も
担
当
し
、
指
導

祖
。
都
道
府
県
が
採
用

立
の
小
中
学
校
に
配
属

く
が
独
自
の
採
用
枠
を

る
が
、
東
京
や
宮
崎
の

4，
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名
簿
作
り
が
特
に
大
変
な
１
年
組
む
地
域
も
あ
れ
ば
、
地
域
の
数

生
を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
る
江
田
校
で
始
ま
っ
た
活
動
も
あ
る
。

百
代
教
諭
は
「
忙
し
い
年
度
替
わ
大
阪
府
守
口
市
立
梶
小
学
校
は

り
に
は
、
ほ
ん
と
に
助
か
っ
た
。
近
く
の
３
小
中
学
校
と
一
緒
に
月

以
前
は
事
務
作
業
の
こ
と
竃
考
え
１
回
、
保
護
者
に
事
務
だ
よ
ｂ
を

て
子
ど
も
た
ち
を
早
く
帰
ら
せ
よ
出
す
。
給
食
費
や
副
教
材
鐡
な
ど

う
と
し
て
い
た
が
、
今
は
気
持
ち
納
付
金
の
問
い
合
わ
せ
も
買
っ
て

に
余
裕
が
で
き
ま
し
た
」
と
鰭
す
。
出
る
。
事
務
職
風
の
炭
堅
勝
久
さ

こ
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ん
は
「
我
々
に
直
接
問
い
合
わ
せ

協
力
も
得
な
が
ら
、
小
学
校
を
巡
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
先
生
の
負
担

回
す
る
学
級
文
庫
を
運
営
ビ
デ
職
に
な
る
は
ず
」
と
説
明
す
る
。

オ
や
Ｃ
Ｄ
な
ど
各
校
が
持
つ
教
材
鳥
取
県
鰄
辨
町
で
は
小
中
５
校

の
摘
報
を
共
有
し
、
有
効
活
用
す
が
タ
ッ
グ
を
組
む
。
昨
年
６
月
に

る
仕
組
み
も
今
春
動
き
出
し
た
。
は
学
校
へ
の
理
解
を
深
め
て
欲
し

Ｓ
Ｓ
Ｃ
事
務
局
長
の
萩
原
璽
慰
さ
い
と
町
民
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
。

ん
は
「
先
生
は
子
ど
も
と
向
き
合
約
釦
人
と
一
緒
に
５
校
を
回
り
、

う
の
が
仕
事
。
な
る
べ
く
教
室
に
授
蘂
や
給
食
、
掃
除
の
観
子
を
見

い
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
以
て
も
ら
っ
た
。
ケ
ー
プ
ル
テ
レ
ピ

外
は
す
べ
て
我
だ
が
や
る
と
い
う
で
、
鋺
爾
週
間
や
給
食
週
間
に
合

思
い
で
、
も
つ
ど
で
き
な
い
か
と
わ
せ
た
番
組
も
つ
く
っ
た
。
独
自

考
え
て
い
ま
す
」
と
醸
す
。
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
も
つ
く
り
、
特

公
立
小
中
挙
校
の
大
半
で
は
噸
崖
の
柿
や
名
所
の
桜
を
い
か
し
た

務
噸
輿
は
１
校
１
人
だ
。
そ
れ
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
考
案
し
た
。

要
録
や
ク
ラ
ス
名
簿
な
ど
必
要
に

な
っ
た
時
点
で
す
ぐ
に
用
意
す

る
。
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
は
、
各

教
諭
が
や
っ
て
き
た
仕
寧
だ
。
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江

蟻ii1I力
を
合
わ
せ
、
作
業
の
効
率
化
や

充
実
を
図
る
の
が
「
共
同
実
施
」

だ
。
宮
崎
を
は
じ
め
群
馬
、
新
潟
、

二
重
な
竺
県
教
委
の
音
頭
で
取
り

お
こ
た
勝
蕊
硬
誕
簿
』
》

！

」序

」印

ａ津

ｂ
に
実
施
し
た
教
興
の
勤
務
実
態
だ
。
翌
年
、
文
科
省
の
研
究
事
業

調
査
で
は
、
公
立
の
小
中
学
校
の
が
各
地
で
始
ま
る
。

教
風
は
毎
日
２
時
間
近
い
残
業
を
た
だ
、
文
科
省
が
動
き
出
し
だ

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
こ
と
で
、
あ
る
職
輿
は
「
業
務
の

だ
。
忙
し
す
ぎ
る
先
生
へ
の
対
策
合
理
化
を
通
め
だ
上
で
、
い
ず
れ

と
し
て
浮
上
し
て
き
た
の
が
事
務
定
数
を
削
減
す
る
の
で
は
な
い

職
員
の
力
琵
借
り
る
こ
と
だ
。
学
か
」
と
感
じ
た
。
全
率
研
副
会
長

枝
現
場
の
負
担
軽
減
を
考
え
る
文
の
檎
山
幸
子
さ
ん
（
宇
都
宮
市
立

科
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
御
幸
小
）
は
「
で
も
、
環
境
が
変

３
月
に
ま
と
め
た
報
告
で
は
、
解
化
し
て
い
る
の
に
事
務
鰄
鬮
だ
け

決
策
の
一
つ
と
し
て
共
同
実
施
の
が
そ
の
ま
ま
で
い
い
の
で
し
ょ
う

推
通
蓬
挙
げ
て
い
る
。
か
。
も
っ
と
質
の
高
い
仕
事
蓬
だ

も
ど
も
ど
共
同
実
施
の
ア
イ
デ
れ
も
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
努
カ

ア
は
、
事
務
噸
員
自
身
か
ら
生
ま
は
必
要
と
考
え
た
」
と
話
す
。

れ
だ
。
宮
崎
県
教
委
で
は
事
務
職
事
務
職
風
の
数
は
教
興
の
如
分

園
経
験
者
ら
が
肥
～
皿
年
、
学
校
の
１
程
度
だ
。
文
科
省
は
肥
年
度

事
務
の
セ
ン
タ
ー
化
を
研
究
。
全
予
算
の
概
算
要
求
で
教
興
の
７
千

国
公
立
小
中
学
校
事
務
鰄
熨
研
究
人
に
対
し
、
事
務
職
員
は
４
８
５

会
（
全
事
研
）
も
妬
年
の
大
会
人
と
教
員
の
比
率
を
上
回
る
埴
輿

で
、
グ
ル
ー
プ
で
行
う
こ
と
を
提
蓬
打
ち
出
し
た
。
だ
が
、
結
局
、

案
し
た
。
目
的
は
、
学
校
ご
と
に
教
員
が
千
人
分
認
め
ら
れ
た
だ
け

違
う
事
務
の
概
準
化
と
職
興
の
能
だ
っ
た
。

力
向
上
だ
っ
た
。

全
率
研
の
木
村
個
哉
会
長
（
神

し
か
し
、
勤
務
校
を
離
れ
て
業
戸
市
立
中
央
小
）
は
「
い
い
ど
こ

麓
に
携
わ
る
こ
と
は
法
令
上
想
定
ろ
ま
で
い
っ
た
の
に
観
念
。
だ

さ
れ
て
お
ら
ず
、
セ
ン
タ
ー
化
や
が
、
現
状
で
も
何
と
か
し
よ
う
と

グ
ル
ー
プ
化
は
広
が
ら
な
か
つ
い
う
事
務
職
員
は
多
い
。
我
々
は

た
。
状
況
を
動
か
し
た
の
は
、
肥
学
校
の
実
務
面
で
の
ト
ー
タ
ル
プ

年
の
中
央
教
育
審
嬢
会
の
答
申
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
蓬
目
指
し
て
い

だ
。
学
校
の
事
務
・
業
務
の
効
率
る
」
と
賭
す
。

もつと権限移譲三-１

文
部
科
学
省
が
昭
年
、
如
年
ぶ
化
の
た
め
共
同
実
施
を
打
ち
出
し

動
き
出
し
た
文
科
省

藤原文雄・静岡大教育学部准教

授（学校経営）の話事務職員

は、何のために働いているのか分

からなくなるアイデンティティー

の危機に陥りやすい。学校ごとに

仕事が違い、独りぼっちで先箪や

同僚から教わる機会もないから

だ。共同実施で刺激を受ければ意

職も変わっていくだろう。学校は

いま、学力向上、安全砿係、食青

と多くのことを求められている。

先生が指導に専念するためには、

事務職員にもっと仕窺を任せられ

るよう、極限蓬移し、処遇を良く

する必要がある。
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菖陶Dfl小林市の｢スクールサポートセンター｣の取り組み

【生

･授業

･成繍評価

･部活動の指導

･給与や旅欝の処理

･福利

･経理

厚生

･保護者への対応 ･施殴設蝋の管理

ｆ感i鰯鬮I風が鑓f1す急汲嘗 ご芯う造仕事．


